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事業概要

1. 期間
開始 ：2017年4月
終了 ：2021年7月

2．最終目標
高速増殖型ボツリオコッカス（HGBｂ（ Hyper-Growth Botryococcus braunii ） ）を，熱帯

であるタイにおいて，国内で開発した要素技術を活用した開放型培養池を使って培養し，
2020年度末までに，純バイオジェット燃料（ASTM D7566規格準拠）を20L/d以上，プロセ
ス全体での安定稼働延べ300d/年以上での製造技術確立を実現することを目標とする。

3.成果

⚫ タイパイロットプラント最大池での培養を実施し、パイロットプラントでの培養試験を
完了した。

⚫ 国内事業者として初のASTM D7566 Annex7 を2020年5月に取得した
⚫ 本事業で製造した持続可能な代替航空燃料（SAF）を国内定期航空便に提供しフラ
イトを実施した。
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IHI:
高速増殖型ボツリオコッカス（HGBb）の培養・濃縮，藻油抽出，バイオジェット改
質の各要素技術を用いて，10,000㎡規模培養池でのパイロット試験を実施し，
一貫プロセスの生産技術確立を行う。

日本航空: 
混合後バイオジェット燃料を実運航の使用に供する。混合後バイオジェット燃料
の航空機給油までの各施設取り扱いやGHG状況など、サプライチェーンの課題
を検証する。

事業概要 体制

NEDO

株式会社IHI

日本航空株式会社

再委託

/ 173



太陽光エネルギーと二酸化炭素の吸収により微細藻類を培養。藻体内の油分を燃料に
変換。
バイオマス自体を持続的に生産でき，食糧とも競合せずにエネルギー源を創出すること
が可能となるプロセスである。

収穫・油抽出 改質・精製藻培養

バイオジェット

バイオディーゼル

藻類バイオ燃料生産の流れ

CO2

開発対象のプロセス事業概要
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取組みの特徴事業概要

※注) 株式会社GGT（本社：大阪府吹田市、代表：榎本平）が所有する株。

• 微細藻類の中でも，油分が乾燥藻体中の50wt%以上含有するボツリオコッカスに着
目し，開発を進めている。

Botryococcus braunii

取組みの特徴

➢ 増殖の速いボツリオコッカス

✓ 一般的なボツリオコッカスは非常に増殖が遅いところ，
品種改良により増殖スピードが速い高速増殖型ボツリ
オコッカス(HGBb)*を利用

➢屋外でも大規模に育成可能な培養プロセスを開発

✓屋外の簡易な培養池で，雨天時や他生物の混合など
にも影響されずに培養させる工業的システムを開発

➢ 品種改良によるプロセスの簡素化

✓ 粒径を大きくすることで，浮上特性を付与し，回収を容
易に

✓ 培養水の再生利用，太陽エネルギーを利用する乾燥
プロセスを開発

1

2

3

屋外大規模培養試験設備
(鹿児島県)

粒径拡大
の様子
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実施計画

事業項目
2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

2021
年度

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

1
Q

2
Q

①－１．全体・一貫プロセス

①－２．パイロットスケール大規模培
養

①－３．パイロットスケールでの安定
収穫・乾燥

①－４．粗油安定抽出技術の確立

①－５．安定改質技術とASTM
D7566Annex7認証

①－６．オイル抽出後の残渣の有効
利用

①－７混合後のﾊﾞｲｵｼﾞｪｯﾄ燃料のｻﾌﾟ
ﾗｲﾁｪｰﾝの課題抽出と検証

2017年度－2021年度 実施計画

設計・整備

事業概要

本報告の対象項目IHI

日本航空
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0.15ha

P

0.2ha  培養池 0.15ha

0.5ha培養池0.5ha培養池

0.3ha 乾燥床

課題； 低コスト工法，低曝気・水再生システムの実用化と
長期安定培養の両立

目標； 4g藻油/(m2･d)

2017年度； 0.15ha整備完工，1.5ha培養設備の整備
2018年度； 1.5ha培養設備の整備(続)，0.15ha→1.0haへ培養拡大
2019～2020年度； 連続安定運転と藻油生産性確認

整備完工：2017年度

拡 大
2018年度
前期拡大

砂，ならす

土嚢

塩ビシート現地溶着現地の土

低コスト池造成法

2018年度
後期

①－２．事業候補地でのパイロットスケール大規模培養各項実施内容
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※バンコクより北東に
車で2時間程度

サイアムセメントグループ
がサラブリ県に所有する
土地※を借用し，パイロッ
トスケール施設を整備。

【タイパイロットスケール施設の設置場所】
①－２．事業候補地でのパイロットスケール大規模培養各項実施内容

バンコク
サラブリ県
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【タイパイロットスケール設備の主要設備配置概要
（1.5ha規模の培養池）】

②
0.15 ha

培養池

③
0.2 ha

培養池

④
0.5 ha

培養池

⑤
0.5 ha

培養池

入口

①－２．事業候補地でのパイロットスケール大規模培養各項実施内容

①
0.15 ha

培養池

付帯設備エリア
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【タイパイロットスケール設備の主要設備配置概要
（1.5ha規模の培養池）】

①－２．事業候補地でのパイロットスケール大規模培養各項実施内容

パイロットスケール大規模培養施設 完工後の運転状態

②0.15 ha

培養池
③0.2 ha

培養池

④0.5 ha

培養池

⑤0.5 ha

培養池

入口

①0.15 ha

培養池

付帯設備エリア
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①－２．屋外でのパイロットスケール大規模培養各項実施内容

⚫ COVID-19の影響を受けタイへの渡航が制限される中、250m2培養池3池
を利用した培養を2ヶ月間実施し、培養した藻体を用いて最大面積培養池
（5000m2）での培養試験を実施した。

⚫ 本プラント最大面積の培養池での培養を実施。

【2020/10～12培養結果】

No.1 No.2 No.3
No.７
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Tier 2

Phase 2
ASTM 

Research 
Report

Phase 1
ASTM 

Research 
Report

Tier 1

Tier 3 Tier 4

Specification Properties

Engine/APU Testing

Fit-For-Purpose Properties

Component/Rig Testing

ASTM Balloting Process

Release

OEM Review & Approval

OEM Review & 
Tier 3 & 4 Requirements

FAA Review

2019
/6/4
提出

F
a
s
t 
T

ra
c
k

ASTM

Specification

Accept

ASTM

Review

& Ballot

Re-Eval

As Required
Reject

ASTM

Specification

Accept

ASTM

Review

& Ballot

Re-Eval

As Required
Reject

Accept

ASTM

Review

& Ballot

Re-Eval

As Required
Reject

Accept

ASTM

Review

& Ballot

Re-Eval

As Required
Reject

D02.J06 Sub committee
Emerging Turbine fuels

D02 Committee
Petroleum products, Liquid fuels and 

Lubricants

Phase 1
ASTM 

Research 
Report

2020/5
リリース

①－５．ジェット燃料への安定改質技術とASTM D7566 Annex7

認証
各項実施内容

/ 1712

http://www.test-diagnostics.org/Boeing_logo.jpg
http://www.ashburninlinehockey.com/images/Airbus%20logo%20-%20swirl%20to%20side%202005.jpg
http://www.test-diagnostics.org/Boeing_logo.jpg
http://www.ashburninlinehockey.com/images/Airbus%20logo%20-%20swirl%20to%20side%202005.jpg


①－５．ジェット燃料への安定改質技術とASTM D7566 Annex7

認証
各項実施内容

⚫ 2020年5月 ASTM D7566 Annex7 を取得

⚫ 国内事業者として、新規取得は初

出典 https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101314.html
https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2020/other/1196533_1611.html
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①－５．ジェット燃料への安定改質技術とASTM D7566 Annex7

認証
各項実施内容

⚫ 既存の混合燃料の製造方法（ASTM D7655）

*1:Synthetic Paraffinic Kerosine

*2:Hydroprocessed Ester and Fatty Acids

*3:Synthetic Iso-paraffinic Kerosine

*4:Alchohol To Jet

⚫ 今後、混合率の上限を上げる活動が必要である。

Annex 製造技術 従来燃料との混合上限

Annex1 FT Hydroprocessed SPK*1 50%

Annex2 SPK from HEFA*2 50%

Annex3 SIP*3 Fuel 10%

Annex4 SPK plus aromatics 50%

Annex5 ATJ*4 (iso-butanol) 50%

Annex6 Catalystic Hydrothermolysis Jet 50%

Annex7 HC-HEFA-SPK 10%
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①－７．混合後のﾊﾞｲｵｼﾞｪｯﾄ燃料のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの課題抽出と
検証

各項実施内容

⚫ 持続可能な代替航空燃料（SAF：Sustainable Aviation Fuel）による商
用フライトの要件
✓ 燃料毎に各事業者が品質適合証明書（ASTM規格）を提出する事が必要

✓ 品質適合証明書は純バイオジェット燃料、従来燃料、SAFそれぞれに必要

⚫ 各燃料が商用フライトに必要なASTM規格の品質適合を確認した

「FEASIBILITY STUDY ON THE USE OF SUSTAINABLE AVIATION FUELS IN THE DOMINICAN REPUBLIC
（ICAO-EUROPEAN UNION ASSISTANCE PROJECT）」を元に一部改

代替航空燃料を用いたフライトまでの品質適合証明書取得プロセス

純バイオ
ジェット

従来燃料
（石油由来）

SAF混合
ASTM

D7566

Annex・・

ASTM

D1655

ASTM

D7566

table1

＝品質適合証明書（ASTM規格）

ASTM D7566 

table1品質適合
により以後，

D1655同等の取
り扱いが可能
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①－７．混合後のﾊﾞｲｵｼﾞｪｯﾄ燃料のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの課題抽出と
検証

各項実施内容

⚫ 2021年6月17日に国内定期航空便にSAFを提供しフライトを実施した。

日本航空 全日空

フライトNo. 日本航空515便 全日本空輸031便

区間 東京国際空港（羽田）発
新千歳空港行き

東京国際空港（羽田）発
大阪国際空港（伊丹）行き

機体 エアバスA350-900 ボーイング787-8

混合率 0.1％ 3.8％

⚫ ASTM D7566 Annex7規格に準拠
する燃料を搭載した初の飛行

⚫ 微細藻類由来SAFと木質バイオマ
ス由来SAFを同時搭載

⚫ ASTM D7566 Annex7規格に準拠
する燃料を搭載した初の飛行
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①－７．混合後のﾊﾞｲｵｼﾞｪｯﾄ燃料のｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝの課題抽出と
検証

各項実施内容

⚫ 経済産業省、NEDO等でフライトに関するプレスリリースを実施
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出典 https://www.meti.go.jp/press/2021/06/20210618003/20210618003.html
https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101442.html
https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2021/other/1197433_3355.html
https://press.jal.co.jp/ja/release/202106/006098.html


